
｢小樽市ふるさとまちづくり協働事業｣ 事業報告書 

 １／２ 

団  体  名 小樽市商店街振興組合連合会女性部 子ども食堂「ビストロこんにち輪」 

事  業  名 ビストロ「こんにち輪」食育フェス 

実施期間  令和４年７月～令和５年２月 

事業の目的及び

期待する効果 

 

コロナ禍で実現できなかった子ども食堂本来の食堂形式をイベント（食育フェ

ス）として開催し、子どもたちに食を愉しむ喜びを伝えることを目的とする。 

また、食材に関わることなどの食育を取り入れ、食に興味を持ってもらうこと

を期待する。 

実 施 額 

 

事業費 

 

３５０，１００円 

 

助成額 

 

１４６，１１０円 

事業内容  

 

①オタルサマーフェスティバルでは、小樽芸術村の広場が「こどもガーデン」と

いう名称のイベント会場となり、テントスペースで「食品ロス」に取り組むボード

を設置し、惣菜を安価で販売。 

 

②小樽市ひとり親の会主催の「ＯＴＡＲＵさんじゅうまるマーケット」（やわらぎ斎

場にて開催）に参加。①同様、「食品ロス」に取り組むボードを設置し、惣菜を安

価で販売。 

 

③ビストロこんにち輪スタッフのお店にてこども食堂開催。子どもたち全員と調

理から行い、食を愉しむことや食材に対しての興味を持ってもらうことを目的と

した。 

○内容が分かる「資料やチラシ等」を添付してください 



◎事業の日程について                                           ２／２ 

月日     内容 想定事業効果 

（参加人数等） 

事業効果 

（実績） 

令和 4年 7月 30・31 日 小樽市制 100 周年記念協賛事業 

オタルサマーフェスティバル出店 

300 人 500 人 

令和 4年 10 月 29 日 小樽市ひとり親の会主催 

OTARU さんじゅうまるマーケット参加 

100 人 200 人 

令和 5年 2月 5日 ビストロこんにち輪 食育フェス 100 人 11 人 

    

 

◎事業評価について                               

１．事業の目的の達成度 

・想定事業効果以上の事業効果があった 

・大きなイベントに参加することにより、より多くの方々に団体や活動内容を知ってもらえた 

・他団体とつながることができた 

・子どもたちに食への興味、関心を持ってもらうことが実感できた 

２．参加した方々や、周辺の方々の満足度 

 食育、フードロスへの働きかけに対し共感を得ることができ、更に今後の活動への参加が期待で

きる。 

３．今後の事業について 

 ・定期的（月２～４回）な子ども食堂を開催 

 ・今回の事業で行ったような、地域や他の団体主催のイベントに参加 

 ・食育フェスのレベルアップ（様々な分野の講師を招く） 

 


